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増
加
し
、
目
標
と
し
て
い
る
治
水
安
全
度
が

著
し
く
低
下
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
す
べ
て
治
水
施
設
の
整
備
な
ど
で
対

処
す
る
の
は
、
社
会
上
の
制
約
な
ど
か
ら
困

難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
で
目
標
と

し
て
き
た
流
量
に
対
し
、
河
道
改
修
や
洪
水

調
節
施
設
の
整
備
な
ど
を
基
本
と
す
る
「
河

川
で
安
全
を
確
保
す
る
治
水
政
策
」
で
対
処

す
る
こ
と
に
加
え
、
増
加
す
る
流
量
に
対
し

「
流
域
に
お
け
る
対
策
で
安
全
を
確
保
す
る
治

水
政
策
」
を
重
層
的
に
行
い
ま
す
。

適
応
策
の
実
施

具
体
的
に
は
、
治
水
施
設
の
着
実
な
整
備

と
安
全
性
の
向
上
、
徹
底
活
用
を
進
め
な
が

ら
、
流
域
に
お
い
て
、
雨
水
貯
留
・
浸
透
施

設
の
整
備
な
ど
の
流
出
抑
制
策
、
災
害
危
険

区
域
な
ど
土
地
利
用
と
一
体
と
な
っ
た
適
応

策
、
危
機
管
理
対
応
を
中
心
と
し
た
適
応
策

な
ど
を
、
地
域
の
特
性
や
危
険
度
に
応
じ
て

適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

増
加
す
る
豪
雨

東
京
で
は
、
平
成
17
年
９
月
４
日
に
１
時

間
１
０
０
㎜
を
超
え
る
豪
雨
に
よ
り
、
杉
並

適
応
策
の
必
要
性

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
第
４
次
評
価
報
告
書
で
は
、
Ｃ

Ｏ
２
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
中
心
と
し

た
温
暖
化
の
「
緩
和
策
」
に
は
限
界
が
あ
り
、

「
緩
和
策
」
を
行
っ
た
と
し
て
も
気
温
の
上
昇

は
続
く
こ
と
か
ら
、
温
暖
化
に
伴
う
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
へ
の
「
適
応
策
」
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
化
に

よ
り
、
海
面
水
位
の
上
昇
、
豪
雨
や
台
風
の

強
度
の
一
層
の
増
大
、
渇
水
の
深
刻
化
な
ど

を
予
測
し
て
い
ま
す
。

水
災
害
適
応
型
社
会

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
気
候
変
化
に
伴

う
脅
威
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
気
候
変
化
に
伴
う
水
災
害
の
激
化

や
頻
発
、
河
川
や
海
岸
の
環
境
の
変
化
を
意

識
し
、
適
応
策
と
緩
和
策
を
適
切
に
組
み
合

わ
せ
て
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
活
動
や
生

活
を
行
う
「
水
災
害
適
応
型
社
会
」
を
目
指

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

治
水
政
策
の
重
層
化

治
水
の
分
野
で
は
、
将
来
的
に
強
度
が
増

大
す
る
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
河
川
の
流
量
が

河川局　河川計画課

気候変化に適応した治水対策
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区
・
中
野
区
を
中
心
に
浸
水
家
屋
が
約
６
千

棟
に
及
ぶ
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
後
も
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、集
中
豪
雨

の
増
加
や
台
風
の
大
型
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
東
京
の
実
現
を
目
指
し
、
護
岸

整
備
や
調
節
池
な
ど
の
河
川
事
業
を
着
実
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

神
田
川
・
環
状
七
号
線
地
下
調
節
池
の
完
成

神
田
川
・
環
状
七
号
線
地
下
調
節
池
は
、

水
害
が
多
発
す
る
神
田
川
中
流
域
の
水
害
に

対
す
る
安
全
度
を
早
期
に
向
上
さ
せ
る
た
め

に
環
状
七
号
線
の
道
路
下
に
整
備
し
た
、
延

長
４
・
５
㎞
、
内
径
12
・
５
ｍ
、
貯
留
量
約

54
万
�
の
洪
水
を
貯
留
す
る
ト
ン
ネ
ル
式
の

調
節
池
で
す
（
図
１
）。

早
期
に
整
備
効
果
を
発
現
さ
せ
る
た
め
事

業
を
二
期
に
分
け
、
第
一
期
の
工
事
は
昭
和

63
年
に
着
手
し
、
平
成
９
年
４
月
に
神
田
川

か
ら
取
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二

期
の
工
事
は
平
成
７
年
に
着
手
し
、
平
成
17

年
９
月
に
善
福
ぜ
ん
ぷ
く
寺じ

川が
わ
か
ら
、
ま
た
、
平
成
19

年
３
月
に
妙
正
寺
川

み
ょ
う
し
ょ
う
じ
が
わか
ら
取
水
を
開
始
し
ま

し
た
（
図
２
）。

事
業
の
効
果

神
田
川
・
環
状
七
号
線
地
下
調
節
池
は
、

平
成
９
年
の
取
水
開
始
以
来
、
23
回
（
平
成

20
年
12
月
末
現
在
）
の
流
入
が
あ
り
、
下
流

域
の
浸
水
被
害
軽
減
に
大
き
な
効
果
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
10
月
の
台
風
22
号
の
際
に
は
、

神
田
川
中
流
域
に
多
大
な
浸
水
被
害
を
も
た

ら
し
た
平
成
５
年
の
台
風
11
号
と
ほ
ぼ
同
じ

規
模
の
降
雨
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

環
状
七
号
線
地
下
調
節
池
の
洪
水
貯
留
効
果

に
よ
り
、
浸
水
被
害
は
大
幅
に
軽
減
し
ま
し

た
（
図
３
）。

今
後
の
河
川
整
備

東
京
都
で
は
、
護
岸
の
整
備
と
調
節
池
の

整
備
・
活
用
を
組
み
合
わ
せ
た
効
果
的
な
河

川
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

必
要
な
河
川
で
地
下
調
節
池
を
整
備
し
て
い

く
と
と
も
に
護
岸
の
整
備
を
進
め
、
安
全
性

の
早
期
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

特集■地球環境時代に対応したくらしづくり

図1 神田川・環状七号線地下調節池の位置図

図2 神田川取水施設の流入状況 図3 神田川・環状七号線地下調節池
の効果

■第一期 貯留量24万�
延　長2.0㎞

■第二期 貯留量30万�
延　長2.5㎞


